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研究要旨 

出張理美容による施術及び環境の被施術者への影響を明らかにするために、

施術環境測定結果、被施術者の生理データ及び感想等のデータを用いて統計解

析を行った。一変量分布により全体像を把握した後、関連性が考えられる二変

量の関係を確認した。さらに、要因分析が必要な項目について、関連する複数

の要因を用いた重回帰分析を行い、以下の結果を得た。 

1）施術者及び施術の概要：6施設の出張理美容の施術対象者 86 名の平均年齢

は 85 歳で、要介護度の年齢による偏りはないが、女性の対象者が多かった。

カット主体の平均 27 分の施術が行われているものの、カラーやパーマの要望

のあることが示された。施術対象者による施術後のインタビューにおいて、出

張理美容や理美容師への好意的な意見が多数あった。 

2）被施術者の体調等：移動手段は、体温、脈拍、血圧、アミラーゼ（ストレ

ス）に影響している。痛み・疲れは、施術後の血圧に、会話は施術後のストレ

スに影響している。ストレスを持った被施術者は、施術を受けることでストレ

スが低下する傾向がある。また、ストレスを持った被施術者は会話する傾向が

あり、そのストレスは施術後に継続する傾向がある。 

3）室内環境と体調等：施術場所に対する意見は施設によって差があった。ま

た、施術場所に対する印象で照度が影響している可能性がうかがわれた。室内

環境と生理データの関係では、室内温度と施術後の体温に関連性がみられた。 

 

Ａ．研究目的 

出張理美容に関する実地調査によって得ら

れた、施術場所の室内環境測定結果、被施術者

の生理データ及び施術に関する感想等のデー

タを用いて、統計解析（統計解析ソフトJMP）

を行い、出張理美容による施術及び環境が被施

術者に与える影響を明らかにすることを目的

とする。 

Ｂ．研究方法 

 施術場所に関する温度、湿度、炭酸ガス濃度、

照度の測定データについては、施術場所ごとの

平均値を求めて、施術場所の環境データとした。

また、酸素飽和度と脈拍の時系列データは、被

施術者毎の平均値を求めて、被施術者の生理デ



ータとした。この他の被施術者の生理データは、

施術前と施術後に測定した体温、脈拍、脈拍、

唾液アミラーゼである。また、被施術者の感想

などの文章は、内容に応じて序列尺度に置き換

えた。 

 統計分析は、統計解析ソフト JMP を用い、初

めに、一変量の分布を作成して全体像を把握し

た後、関連性が考えられる二変量の関係を確認

した。さらに、要因分析が必要な項目について

は、関連する複数の要因を用いた重回帰分析を

行った。なお、P値は統計解析ソフト JMP によ

る確率（Probability）を記載している。 

被施術者の体調等、室内環境と体調等の検討

においては、一変量の分布を踏まえた上で、二

変量の関係についてはP値が0.1以下の場合に、

一定の傾向があるとみなし、複数の要因に関連

性がある項目については、重回帰分析を行った。 

（倫理面への配慮） 

 統計分析にあたっては、施設及び被施術者、

施術者の匿名性に配慮した。また、被施術者の

感想などの具体的な発言内容については、分類

して序列尺度となるようにすることで、施設及

び被施術者が特定できないデータとした。 

 

Ｃ．研究結果 

Ｃ.1 施術者及び施術の概要 

調査項目の分析に際して、聞き取り結果など

の一部の項目に対する回答を、表 1-1 の序列尺

度に置き換えた。 

 

1）施設の属性 

 図1-1に施設の属性を示す。調査を行った対

象者86名について、施設3が22名と最も多かっ

たものの、その他の5施設は12～14名であった。 

 

2）対象者の属性 

 図1-2～図1-4に対象者の属性（性別, 年齢, 

要介護度）を示す。対象者は、男性より女性が

多かった（約83％）。対象者の年齢は、50歳代

から90歳代と幅広く、平均で約85歳であった。

介護度について、要介護度2～5の対象者が多い

ものの（約15～約20名）、要支援の対象者が2

名、要介護度1の対象者が9名であった。 

 

3）施術の属性 

 施術内容について、カラーやパーマを行う場

合もあるものの、カットと髭剃り等が91％で圧

倒的に多かった（図1-5）。施術時間は、平均

で約27分であった（図1-6）。施術の要望は、

家族等の本人以外もあるものの、本人から（約

60％）であった（図1-7）。施術の頻度の平均

は、1.9か月に1回であった（図1-8）。図1-9～

図1-11に、施術の価格に関して示す。カットと

髭剃り等に比べてカラーやパーマを行う場合

に施術価格が高くなり、カットと髭剃り等を行

う場合に平均で約1,500円、カラーやパーマを

行う場合に平均で約5,200円であった。 

 

4）要介護度と属性の特徴 

 図1-12～図1-15に、要介護度と属性の関係を

示す。要介護度と年齢, 性別に関係はなかった。

施設によって対象者の介護度に差があり、施設

6で要介護度5の対象者の割合高かった（施設内

で約70％）。要介護度の低い方が、長い時間の

施術となる傾向であった。 

 

5）施術中の状況 

 図1-16～図1-22に、施術中の状況について示

す。施術を受ける際に、職員の介助を受けてい

る対象者は約40％であり（図1-16）、主な介助

は移動時に生じていた（図1-17）。施術中の状

態は、車いす、椅子、ベッドの順であった（図

1-18）。対象者の姿勢は、ほとんどの場合に安

定している（図1-19）。施術中に半数以上の対



象者が理容師と会話をしており（図1-20）、会

話のほとんど（約85％）が施術以外の内容であ

った（図1-21）。施術中の観察によれば、約80％

の対象者に緊張が見られなかった（図1-22）。 

 

6）施術後の申告 

 施術後に、気分, 疲れ, 痛み, 出張理容に対

する意見, 理美容師に対する意見, 施術場所

に対する意見のインタビューを対象者に行っ

た（図1-23～図1-28）。施術後の気分は、良い

が約90％であった。疲れ（約10％）や痛み（約

10％）のある対象者もいた。出張理美容に対し

て、好意的ととらえている対象者が約80％であ

った。また、理美容師に対して、約98％の対象

者が好意的と感じている。施術場所について、

ほとんどの対象者が普通あるいは満足であっ

たものの、約7％の対象者は不満であった。 

 

7）理美容師との会話と施術後の気分 

 理美容師との会話と施術後の気分, 疲れ, 

痛みとは、関連性がない（図1-29～図1-31）。 

 

8）要介護度に対する分析 

 要介護度で移動手段が異なり、ベッドで施術

を受けた対象者（要介護度5, 6名）もいた（図

1-32）。施術内容について、カラーやパーマを

行う場合の対象者は要介護度3以下であった

（図1-33）。施術要望者について、要介護度4

以上の場合、本人よりも本人以外の方が多い

（図1-34）。要介護度の高い方と施術頻度が低

いこと（図1-35）、施術中の会話が少なくなる

こと（図1-36）が、傾向としてある。会話内容

と要介護度との関係はない（図1-37）。要介護

度5の対象者に、施術中に動く傾向があった（図

1-38）。要介護度が高いと、施術中に緊張して

いないように見える（図1-39）。要介護度の高

いと、施術後に、「気分がよい」が少なく（図

1-40）、「疲れ」が多く（図1-41）なる傾向で

あった。施術後の痛みと要介護度との関連はな

かった（図1-42）。要介護度が高いと、出張理

美容への好意的な意見が少なかった（図1-43）。

要介護度と理美容師への好意的な意見との関

連性はなかった（図1-44）。要介護度が高いと、

施術場所への好意的な意見は少なかった（図

1-45）。 

 

Ｃ.2 被施術者の体調等 

分析に際して、聞き取り結果を記述した項目

は序列尺度に置き換えた。「今の気分」につい

ては、「悪い」、「普通」、「良い」の3段階

を想定したが、「悪い」に相当する記述はなか

った。「特になし。」、「普通。」、「悪くな

い。」、「良い。」などの記述の場合に、「１：

普通」とし、「とても良い。」、「さわやかな

気分」、「さっぱりしてよかった。」、「明る

くなった。」などの記述の場合に「２：良い」

とした。「疲れ」については、「やや疲れる。」

「疲れた。」を「１：あり」とし、「なし。」、

「つかれない。」、「全然。」などを「２：な

し」とした。「痛み」については、「普段より

大変。」などを「１：あり」とし、「ない」等

を「２：なし」とした。 

「出張理美容に対する意見」については、特に

賞賛していない場合を「１：普通」とし、「満

足」や「最高」などの賞賛が記載された場合を

「２：好意的」とした。「理美容師に対する意

見」は、「髪を短くしないでほしい。」を「１：

普通」とし、「好感」、「面白い」、「満足」

などの好意的記述がある場合を、「２：好意的」

とした。「施術場所に対する意見」については、

「寒い。」、「暗い。」などの場合に「１：悪

い」、「不都合はない。」、「特になし」など

を「２：普通」とし、「気持ち良い」、「完璧」

などを「３：良い」とした。 



 以上の処理に基づいて、以下のような分析を

行った。 

 

1）体温、脈拍、血圧、アミラーゼの変化 

 図2-1～図2-4に、施術の前と後に非接触体温

計で被施術者を対象に測定した結果（以下、体

温と記す）を示す。生理データの項目に＿前、

＿後、＿差、がついているのはそれぞれ施術前、

施術後、施術前後の差を意味する。 

図2-1に示すように、施術前の平均は36.4℃

で、最高は37.2℃、最低が35.1℃であった。図

2-2に示すように、施術後の平均は36.3℃、最

高は37.0℃、最低は35.6℃であった。施術場所

の温度が高いと、施術後の体温が高い傾向が伺

える。 

 図2-5～図2-8に、施術前後の血圧計で測定し

た脈拍を示す。施術前の脈拍は、平均が74.2、

最高が117、最低が50であった。施術後は、そ

れぞれ73.5、116、53で、施術前後の差は、平

均で0.3と小さいが、図2-8に示すように、施術

後は施術前よりも平均化する（施術前が高い場

合は施術後に低く、施術前が低い場合は施術後

に高くなる）傾向がある。なお、この傾向は体

温には見られない。 

 図2-9から図2-12に血圧の上、図2-13～図

2-16に血圧の下の測定結果を示す。血圧上の施

術前後の差の平均は0.28と小さいが、図2-12に

示すように血圧上の脈拍と同様に平均化の傾

向が伺える。血圧下については、施術前に対し

て施術後に大幅に低下した場合がある。これは、

施術前の血圧下が高かったことが原因である。 

 図 2-17～図 2-20 に、施術前後のアミラーゼ

の測定結果を示す。施術前の平均は 49 で、最

高が 208 で最低が 2とばらつきが大きい。施術

後は、平均が 32 で、最高が 204 で最低が 0 で

あり同様にばらつきが大きい。前後の差の平均

は-17 であり、減少した場合の方が増加した場

合よりも若干多い。 

 

2）要介護度と生理データ 

 要介護度は、被施術者及び施術状況とある程

度関連している。要介護度と生理データの関係

を二変量の関係を確認した結果を、図 2-21～

図 2-35 に示す。施術前、施術後、施術前後の

差について、体温、脈拍、血圧、アミラーゼの

いずれの場合も、要介護度による有意な差（P

値 0.10 以下）はなかった。 

 

3）移動手段と生理データ 

 移動手段は、特に施術前の生理データと関連

する可能性がある。移動手段と生理データの二

変量の関係を確認した結果を、図 2-36～図

2-50 に示す。施術前については、「歩行」が、

「車いす」及び「歩行器」よりも、体温（P値

0.19）と血圧上（P値 0.03）について高い傾向

があり、アミラーゼ（P値 0.29）について低い

傾向が伺えた。施術後については、「歩行」が、

「車いす」及び「歩行器」よりも、体温（P値

0.004）、血圧上（P値 0.11）、血圧下（P値 0.06）

が高い傾向があり、アミラーゼ（P値 0.29）が

低い傾向が伺えた。 

 

4）施術者との会話と生理データ 

 会話は、特に施術後の生理データと関連する

可能性がある。会話の有無（１：会話なし、２：

会話あり）と生理データの二変量の関係を確認

した結果を、図 2-51～図 2-65 に示す。施術前

及び施術後、施術前後差の生理データの中で有

意な差が見られたのは、施術前のアミラーゼ（P

値 0.003）と施術前後のアミラーゼ差（P 値

0.004）であった。施術前のアミラーゼは、会

話なしが高い傾向があり、施術前後のアミラー

ゼ差は会話なしの場合にマイナスとなる傾向

がある。この結果は会話なしの場合に施術前後



でストレスの低下がみられることを示唆して

いる可能性がある。会話ありの場合は、アミラ

ーゼ差がプラスであり、ストレスが減少してい

ない状況が伺える。 

 

5）施術後の感想等と生理データ 

施術後に聞いた「今の気分」（１：普通、２：

良い）と生理データの二変量の関係を見ると、

有意な差（P 値 0.10 以下）が見られたのは、

アミラーゼの場合のみであった。なお、「今の

気分」が悪いという回答はなかった。図 2-66

～図 2-67 に示すように、施術前のアミラーゼ

は、今の気分が普通「１」の場合に高い傾向（P

値 0.11）が伺え、施術前後のアミラーゼ差は、

気分が普通「１」より、気分が良い「２」が高

い傾向（P値 0.04）がある。従って、施術前に

ストレスがある場合に施術後にストレスが低

下して「気分は普通」と答え、ストレスが少な

い場合には、その状態を維持して、施術後に「気

分が良い」と答える傾向を示している可能性が

ある。なお、施術者との会話と「今の気分」に

有意な関係性はない。 

施術後に聞いた「疲れ」（１：疲れあり、２：

疲れなし）と生理データの二変量の関係を見る

と、有意な差（P 値 0.10 以下）が見られたの

は、施術後の血圧下と施術前後の血圧下の差の

みであった。図 2-69、図 2-70 に示すように、

疲れがあり「１」の施術後の血圧下は、疲れな

し「２」の場合よりも高い傾向（P値 0.06）に

ある。また、施術前後の血圧下の差もそれに対

応した差（P値 0.08）が見られる。施術後に聞

いた「痛み」（１：痛みあり、２：痛みなし）

と生理データの二変量の関係を見ると、有意な

差（P 値 0.10 以下）が見られたのは、施術前

後の体温差のみであった。図 2-71 に示すよう

に、痛みあり「１」の施術前後の体温差は、痛

みなし「２」より大きい傾向（P値 0.11）が伺

える。ただし、「疲れ」及び「痛み」について

は、いずれも「あり」の数が少ない。 

施術後の感想の中で、「今の気分」、「疲れ」、

「痛み」については、緊張及びストレス感と関

連すると考えられるため、アミラーゼと関係す

ることが予想される。これらによるモデルのあ

てはめ（重回帰分析）を行った。図 2-72～図

2-74 に、統計解析ソフト JMP の「モデルのあ

てはめ」によって得られた、上記 3つの要因に

対する推定値とその標準偏差を示す。図 2-72

は、施術前のアミラーゼに関するものである。

「痛み」と「今の気分」については、P値が大

きく有意ではないが、「疲れ」については P 値

が 0.1 以下であり、有意な推定値となっている。

痛みがある場合に推定値がプラスになる傾向

があり、疲れがある場合にも推定値がプラスに

なる傾向が伺える。また、気分が良いと推定値

がプラスになる傾向が伺える。すなわち、これ

らの要因に関する聞き取りは施術後に行われ

たものであるが、施術前において痛みや疲れが

アミラーゼを高める要因となっていた可能性

が伺える。図 2-73 は、施術後のアミラーゼに

関するものである。「痛み」、「疲れ」、「今の気

分」のいずれも P値が大きく有意な推定値では

ないが、施術前よりも、推定値が全体的に小さ

くなっており、アミラーゼの要因に関する推定

値が平準化されている。図 2-74 は、施術前後

のアミラーゼの差に関するものである。「痛み」

については P 値が大きく有意な推定値ではな

いが、疲れと気分については P値が小さい。「痛

み」、「疲れ」、「今の気分」のいずれの場合も、

施術前とプラスマイナスが逆転しており、施術

による変化が確認される。施術前の推定値と合

わせてみると、痛みや疲れに伴ってアミラーゼ

が高かった被施術者は、施術に伴ってアミラー

ゼが引くなった可能性が伺える。 

 



6）その他 

 「今の気分」、「疲れ」、「痛み」は、施術、施

術者、施術場所への感想に影響することが考え

られる。3つの要因と、これらへの感想との関

係を二変量の関係でみた結果、一定の傾向が見

られたのは、「今の気分」と「出張理美容に対

する意見」（P値 0.0７）、「痛み」と「施術場所

に対する意見」（P値 0.004）の 2 つであった。 

 

Ｃ.3 室内環境と体調等 

 

1）施設と生理データとの関係 

施設における温度、湿度、CO2濃度、照度な

どの室内物理環境と生理測定量及び感想に対

する解析を行った結果を纏める。有意水準0.05

で二変量による単相関分析を用いた。 生理デ

ータの項目に＿前、＿後、＿差、がついている

のはそれぞれ施術前、施術後、施術前後の差を

意味する。有意な相関が認められる（p<0.05）

及び相関が厳密には認められないが相関のあ

る可能性がうかがわれる分析結果のグラフを

図 3-1 から図 3-24 に示した。 

利用者の年齢・要介護度・性別・病状などが

施設によって偏重されていれば、生理測定量に

も偏重性が見られることが予想されるが、対象

施設でそのような個人特性を区分して利用者

を受け入れているとの情報が得られなかった。

しかし、施設ごとに管理温湿度、換気量など室

内環境に差が見られるため、これらの室内環境

要素が生理量にも影響している可能性が考え

られる。 

 本項目では、施設と生理量に何らからの相関

性があるかを統計解析を通じて調べた。 

 

① 施設と体温 

体温平均は体温＿前：36.4℃、体温＿後：36.3℃、

体温＿差：－0.1℃であった。居室ではない施

術場所での滞在は 20～30 分程度であるが、こ

の滞在により体温が低下していることが分か

った。 

 施設と体温＿前とは相関性が見られなかっ

た（p 値：0.1260）が、体温＿後は p 値＜0.0001

と有意な相関が認められた。施設によって室内

温湿度、換気量（気流）、放射温度などがこと

なるため、これらの要素が 20～30 分間の滞在

による体温変化に影響していることが考えら

れる。前述した理由で施設と体温＿差も有意な

相関（p 値：0.0177）が認められた。 

 

② 施設と脈拍 

 脈拍の全体平均は脈拍＿前：74.2、脈拍＿

後：73.5、施術前後の差の平均は 0.3 であり、

施術後に若干低下する傾向を示した。しかし、

施術中または施術前後に施設と脈拍の相関は

見られなかった。 

 

③ 施設と血圧 

 血圧平均値として、血圧上＿前：138.4、血

圧下＿前：78.3、血圧上＿後：138.6、血圧下

＿後：77.8 であり、血圧上＿差：0.3、血圧下

＿差：－0.1 であった。有意な相関が認められ

た項目はなかったが血圧上、血圧下ともに施設

1－地域交流室、施設 2－脱衣室、施設 5－脱

衣室で、施術後に血圧が低下する傾向を示した。

但し、血圧下は施設廊下でも他の施設より小さ

いものの血圧低下が見られた。施設、つまり施

術場所の環境による血圧への影響がうかがわ

れる。 

 

④ 施設とアミラーゼ 

 アミラーゼ測定値の平均はアミラーゼ＿

前：49.1、アミラーゼ＿後：32.3、アミラーゼ

＿差：－16.6 と施術後に低下している。平均

値としては低下しているため、施術によるリラ



ックス効果が考えられたが、相関分析では有意

な相関が認められなかった。アミラーゼ測定値

は数 kIU/Lから 100～200kIU/Lを超える値ま

で、個人による差が大きく、短時間で値が変わ

ることもあるため、平均値として相関を把握す

るのは難しいと考えられる。 

 

⑤ 施設とオキシメーターによる血中酸素飽

和度及び脈拍の連続測定データ 

 オキシメーターを用いて施術中に連続測定

した血中酸素飽和度（SpO2）の平均値は 95.2%、

脈拍は 73.4 であり、それぞれ施設との相関は

見られなかった。 

 

2）施設と感想 

① 今の気分 

「悪い」「普通」、「良い」の 3 段階を想定し

たが、「悪い」に相当する記述はなかった。「特

になし」、「普通」、「悪くない」、「良い」、「特に

なし」などの記述の場合に、「１：普通」とし、

「とても良い」、「さわやかな気分」、「さっぱり

してよかった」、「明るくなった」などの記述の

場合に「２：良い」とした。 

施設との有意な相関は見られなかった。全体的

には「1：普通」が 26%、「2：良い」が 74%

であった。 

 

② 疲れ 

「やや疲れる」、「疲れた」を「１：あり」と

し、「なし」、「つかれない」、「全然」などを「２：

なし」とした。 

施設との有意な相関は見られなかった。全体と

しては「1：あり」が 11%、「2：なし」が 89%

であり、9 割程度が施術による疲れはないと回

答した。 

 

③ 痛み 

「普段より大変」などを「１：あり」とし、

「ない」等を「２：なし」とした。 

施設との有意な相関は見られなかった。全体と

しては「1：あり」が 12%、「2：なし」が 88%

であり、9 割程度が施術による痛みはないと回

答した。 

 

④ 出張理美容に対する意見 

特に賞賛していない場合を「１：普通」とし、

「満足」や「最高」などの賞賛が記載された場

合を「２：好意的」とした。 

施設との有意な相関は見られなかった。全体と

しては「1：普通」が 18%、「2：好意的」が

82%であり、否定的な意見はなく 8 割程度が出

張理美容に好意的または楽しみとしていた。 

 

⑤ 理美容師に対する意見 

「髪を短くしないでほしい」を「１：普通」

とし、「好感」、「面白い」、「満足」などの好意

的記述がある場合を、「２：好意的」とした。 

施設との有意な相関は見られなかった。全体と

しては「1：普通」が 2%、「2：好意的」が 98%

で、ほぼ全利用者が理美容師に好意的であった。 

 

⑥ 施術場所に対する意見 

「寒い」、「暗い」などの場合に「１：悪い」、

「不都合はない」、「特になし」などを「２：普

通」とし、「気持ち良い」、「完璧」などを「３：

良い」とした。 

施設との有意な相関が見られた。全体としては

「1：悪い」が 7%、「2：普通」が 60%、「3：

良い」が 33%であり、他の感想項目に比べ悪

いと普通の意見が多かった。環境のどの項目が

大きく影響しているのかについては、環境測定

結果との相関分析で詳しく調べる。 

 

3）室内環境要素と感想 



室内環境要素「温度、湿度、CO2濃度、照度」

と「今の気分」、「疲れ」、「痛み」、「施術場所に

対する意見」の相関分析を行った。 

 

① 今の気分 

温度が高いと気分がよいの回答は若干減少

する傾向が見られたが、有意な相関は認められ

なかった。また、相対温度及び絶対湿度には強

い負の相関が認められた。CO2濃度及び照度に

も弱い負の相関が現れたが有意な相関とは認

められなかった。 

 

② 疲れ 

回答の 9 割近くが疲れはないと答えたため、

本項目に対する温度、湿度、CO2濃度、照度に

有意な相関はなかった。 

 

③ 痛み 

痛みの対する回答でも 9 割近くがないと答

えている。温度、湿度、CO2濃度、照度とは有

意な相関は認められなかった。 

 

④ 施術場所に対する意見 

温度、湿度、CO2 濃度とは有意な相関は認

められなかったが、照度が高くなると満足度が

上がる傾向を示し、相関がある可能性（p 値：

0.0833）がうかがわれた。 

照度が高いところは専用理美容室、地域交流室、

中庭に面した廊下など解放的で明るい空間で

あり、明るい場所が利用者にもよい影響を与え

ていることがうかがわれた。 

 

4）室内環境要素と生理測定量の関係 

温度、湿度などの室内環境要素と体温、血圧、

脈拍など生理測定量との関係について解析を

行った。 

施術前の生理量は周囲環境の影響が少ない

と考えられたため、解析に用いた生理量は施術

後及び施術前後の差とした。 

 

① 体温 

温度、湿度、CO2、照度すべての要素に体温

＿後と有意な相関が認められた。温度は高いほ

ど施術後の体温が高く、相対湿度及び絶対湿度

は高いほど体温は低かった。また、CO2濃度は

高いほど体温が低く、照度も高いほど体温は低

くなった。 

相対湿度は温度に逆変動するため、温度が低

くることによって相対湿度が高くなれば体温

が下がることになる。分析結果からも同様の相

関が見られたが、絶対湿度も高くなるほど体温

が下がるといった温度とは逆の相関を見せた。

絶対湿度が高いということは換気量に比べて

室内の加湿量が多い・水やお湯の使用がある・

在室者が多いなどの原因が推察できる。温度と

体温との関係は予想通りの相関であったが、絶

対湿度（加湿量）が多いほど体温が低くなるこ

とは興味深いことである。 

CO2 濃度は高くなるほど施術後体温が下が

る負の相関を示した。CO2 濃度が高い空間は、

在室者が多い・換気量が少ないため空気温度は

上がることが予想されるが、逆の相関を見せて

いる。 

照度が高いほど体温が下がる負の相関が見

られた。照度が高い室は用理美容室、地域交流

室、中庭に面した廊下であり、換気がよく周辺

温度も低くなることが予想される。一方、施設

2 ｰ脱衣室、施設 5 ｰ脱衣室、施設談話コーナー

は照度が低く暗い空間であり平均温度もそれ

ぞれ 23.2℃、24.1℃、21.9℃と他の室より高

めであった。この結果から照度が高くなるほど

体温が下がるというよりは室の温度が低かっ

たことが原因と考えられる。 

 



② 脈拍 

温度、湿度、CO2、照度ともに施術後の脈拍

とは有意な相関が認められなかった。また、脈

拍は全項目に相関の傾向も示していない。血流

や血圧は温度変化に敏感に反応することが知

られているが、30 分前後の短時間施術である

こと、環境要素の変化が大きくないことで脈拍

に影響を与えることはないことが分かった。 

 

③ 血圧 

 施術終了後の収縮期血圧（最高血圧）と温度、

相対湿度、絶対湿度、CO2濃度、照度との相関

分析では、有意確率 p 値は、温度（0.8614）、

相対湿度（0.6665）、絶対湿度（0.5713）、CO2

濃度（0.8623）、照度（0.9057）と相関がなか

った。 

 同様に施術終了後の弛緩期血圧（最低血圧）

と物理環境との相関も認められなかった。 

一方、施術前後の収縮期血圧（最高血圧）差か

らは、相対湿度及び絶対湿度に有意な正の相関

が認められ、照度とは正の相関がうかがわれた。 

また、施術前後の弛緩期血圧差と相対湿度に有

意な正の相関（p 値：0.0413）が認められたが、

絶対湿度とは正の相関がうかがわれた(p 値：

0.0643)。しかし、照度とは相関性が認められ

なかった。 

 

④ アミラーゼ 

アミラーゼ濃度と物理要素との相関につい

て統計解析を行った。結果、有意な相関が認め

られた項目はなかったが、施術前及び施術後の

アミラーゼ濃度と CO2 濃度に正の相関がうか

がわれた（p 値：0.054、p 値：0.1012）。 

 

⑤ オキシメーターによる血中酸素飽和度

（SpO2）及び脈拍 

施術中に 1 秒間隔で連続測定を行った血中

酸素飽和度及び脈拍の平均値と物理環境との

相関について解析した結果、相関が認められた

項目はなかった。 

 

Ｄ．考察 

Ｄ.1 施術者及び施術の概要 

1）一般的な施術との比較 

一般的な理容では、カットと髭剃り等を含め

た施術で約15分～約60分の時間を要するとみ

られているようだ。調査したカットと髭剃り等

を行った対象者の施術時間が平均約27分であ

り、一般的な理容の施術とほぼ同じ程度の施術

時間を要していることがうかがえる。 

2) インタビュー内容の信頼度 

要介護度が高いと、施術中の会話が少なくな

る傾向がある。施術後に、「気分が良い」との

回答が少なくなり、「疲れ」の回答が多くなり、

出張理美容への好意的な意見も少ない傾向に

あることから、内容に整合性も感じられる。本

調査では、要介護度に関係なくインタビュー内

容を正確に記述するにとどめた。 

3) 出張理美容への対象者からの見方 

施術中の施術者との会話を半数以上の対象

者が行っており、会話をしている対象者のうち、

施術以外の内容である。人に話を聞いてもらう

とすっきりした経験をした人が多いように、施

術者との会話がストレス軽減に繋がるのでは

ないかと考えられる。出張理美容という限られ

た場所や頻度等の中で行われる施術に対して、

施術後の気持ち良さもさることながら施術者

への感謝の気持ちを持つ対象者が多い。 

 

Ｄ.2 被施術者の体調等 

 統計分析の結果、施術者の施術前の体調、施

術後の体調とそれに関連する要因の概要が明

らかとなった。図2-77は、分析結果を参考に、

施術に関わる要因を挙げてその関係性を示し



た概念図である。被施術者の施術に関わる特性

には、要介護度が挙げられる。この特性は、建

築・施設管理により形成される施設環境に基本

的に影響するが、理美容に関しては、移動手段、

疲れ等の感想、生理データなど多くの項目に関

係していると考えられる。移動手段については、

通常の体調、施術前の体調に関係する可能性が

あり、施術場所の選定、施術姿勢、さらに施術

の内容、時間、会話等にも影響すると考えられ

る。本調査では、施術後に疲れについて聞いて

いるが、分析結果からは、この回答は通常の体

調を反映していると考えられる。通常の体調は、

施術前から施術後までの体調、施術後の感想に

も影響する可能性があると考えられる。施術時

の体調は、施術場所・環境、施術姿勢、施術内

容・時間・会話・施術者の影響を受ける。これ

らのすべての影響下に、施術後の体調・感想が

位置することとなると考えられる。以上の関係

の一部については、本分析における傾向が裏付

けていると考えられる。 

 

 

図 2-77 被施術者への影響に関する構造概念 

 

本分析結果による関係性の概要を、図2-78に

示す。図中の矢印は、実践の場合は正の影響で

あり、点線は負の関係を示す。例えば、移動手

段と前のアミラーゼを結ぶ点線は、車いすの場

合より歩行の場合に、施術前のアミラーゼが低

い傾向があることを示す。 

移動手段は、体温、脈拍、血圧、アミラーゼ

とほとんどに影響している。痛み・疲れは、後

の血圧に、会話は後のアミラーゼに影響してい

る。今の気分は、前のアミラーゼに影響してい

る。この他に、施術の基本的な影響として、後

の血圧、アミラーゼを低下させることが挙げら

れる。 

アミラーゼがストレスの程度を示すことを

踏まえると、ストレスを持った被施術者は、施

術を受けることでストレスが低下する傾向が

あると見ることができる。また、ストレスを持

った被施術者は会話する傾向があり、そのスト

レスは施術後に継続する傾向がある。



 

 
図 2-78 分析結果に基づく体調等への影響 

 

Ｄ.3 室内環境と体調等 

施設は体温＿後及び体温＿差と相関が見ら

れたが、脈拍、血圧、アミラーゼなど他の生理

測定量で有意な相関は認められなかった。施設

自体が生理量の変化にはほとんど影響しない

結果となったが、施設ごとに室内環境が制御さ

れていることから室内環境要素がより強く働

く可能性も考えられる。施術後の気分では「普

通」「良い」、痛み、疲れでは「無い」の回答が

ほとんどであり理美容施術が高齢者に与える

心理的・身体的負担はほぼないと判断される。

また、出張理美容に対する意見では 8 割以上が

「好意的」、理美容師に対する意見でも 98%が

「好意的」と答え、否定的な意見はなく出張理

美容に好意的または楽しみとしていることが

分かった。 

施術場所に対する意見は施設と有意な相関

が見られ、全体としては「1：悪い」が 7%、「2：

普通」が 60%、「3：良い」が 33%と、他の感

想項目に比べ悪いと普通の意見が多かった。ま

た、施術場所に対する印象で照度が影響してい

る可能性がうかがわれた。 

室内環境による気分への影響で有意な相関

があったのは、相対湿度及び絶対湿度であり、

今の気分と負の相関を示した。疲れ及び痛みと

相関がある室内環境要素はなく、照度が高いと

施術場所に好印象を与える可能性がうかがわ

れた。照度が高いところは専用理美容室、地域

交流室、中庭に面した廊下など解放的で明るい

空間であり、明るい場所が利用者にもよい影響

を与えていることが考えられる。 

 室内環境と生理測定量の関係では、温度・相

対湿度・絶対湿度・CO2・照度のすべての項目

が施術後の体温に相関を示した。温度が高くな

れば体温が上がる傾向であったが、相対湿度・

絶対湿度は高くなると体温が下がる傾向を示

し、温度と湿度が逆相関を現した。このような

現象は、CO2、照度でも現れ両項目が高いと体

温は下がる傾向を示した。 

 相対湿度は温度によって変動するが、絶対湿

度が高いということは換気量に比べて室内の

加湿量が多い・水やお湯の使用がある・在室者



が多いなどの原因が考えられる。温度が高いと

体温も高くなることは予想できるが、相対湿度

や絶対湿度（加湿量）が多いほど体温が低くな

る原因については今後の課題である。CO2濃度

は高くなるほど施術後体温が下がる負の相関

を示しているが、CO2濃度が高い空間は、在室

者が多い・換気量が少ないため空気温度も上が

ることが予想されるが、逆の相関を示している。 

照度も高いほど体温が下がる負の相関が見ら

れた。照度が高い室は専用理美容室、地域交流

室、中庭に面した廊下であり、換気がよく室の

温度も低いことが原因と考えられる。 

脈拍と相関のある項目はなく、施術前後の血

圧差は湿度と正の相関があることが分かった。 

アミラーゼは CO2 濃度と正の相関がうかが

われたが、オキシメーターによる血中酸素飽和

度及び脈拍の平均値は相関が認められた室内

環境要素は存在しなかった。 

 

Ｅ．結論 

出張理美容に関する実地調査によって得ら

れた、施術場所の室内環境測定結果、被施術者

の生理データ及び施術に関する感想等のデー

タを用いて、統計解析（統計解析ソフトJMP）

を行い、出張理美容による施術及び環境が被施

術者に与える影響を明らかにすることを目的

とする。一変量の分布を作成して全体像を把握

した後、関連性が考えられる二変量の関係を確

認した。さらに、要因分析が必要な項目につい

ては、関連する複数の要因を用いた重回帰分析

を行った。以下に結果の概要を記す。 

平均年齢 85 歳の施術対象者に要介護度の偏

りはなく、介護度別にみるとほぼ同じ比率であ

ったが、女性の対象者が多かった。カット主体

の平均 27 分の施術が行われているものの、カ

ラーやパーマの要望も示された。施術対象者に

よる施術後のインタビューにおいて、出張理美

容や理美容師への好意的な意見が多数みうけ

られる結果となった。 

被施術者の体調等について、移動手段が、体

温、脈拍、血圧、アミラーゼ（ストレス）の全

てに影響している。痛み・疲れは、施術後の血

圧に、会話は施術後のストレスに影響している。

ストレスを持った被施術者は、施術を受けるこ

とでストレスが低下する傾向がある。また、ス

トレスを持った被施術者は会話する傾向があ

り、そのストレスは施術後に継続する傾向があ

る。 

室内環境の影響について、施設によって施術

場所に対する意見の差があった。また、施術場

所に対する印象で照度が影響している可能性

がうかがわれた。室内環境と生理データの関係

では、室内温度と施術後の体温に関連性がみら

れた。 
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表 1-1 統計解析に使用する調査項目の序列尺度化 

序列尺度 0 1 2 3 4 5 
要介護度 要支援 要介護度 1 要介護度 2 要介護度 3 要介護度 4 要介護度 5 

表情（施術中） 緊 張 し
て い
る： 
終 始 緊
張 し て
いる等 

やや緊張
している： 
最初だけ
緊張して
いる等 

緊張して
いない： 
緊張して
いない、気
持ちよさ
そう、やや
リラック
ス、とても
リラック
ス、どちら
ともいえ
ない等 

  

 

今の気分（施術後）  普通： 
特になし、
普通、悪く
ない、良い
等 

良い： 
とても良
い、さわや
かな気分、
さっぱり
してよか
った、明る
くなった
等 

   

疲れ（施術後）  あり： 
やや疲れ
る、疲れた
等 

なし： 
疲れない、
全然等 

   

痛み（施術後）  あり： 
普段より
大変等 

なし： 
ない等 

   

出張理美容に対する意見  普通： 
特に賞賛
していな
い場合 

好意的： 
満足や最
高等の賞
賛の記述
のある場
合 

   

理美容師に対する意見  普通： 
髪を短く
しないで
ほしい等 

好意的： 
好感、面白
い、満足等
の好意的
記述のあ
る場合 

   

施術場所に対する意見  悪い： 
寒い、暗い
等 

普通： 
不都合は
ない、特に
なし等 

良い： 
気持ち良
い、完璧等 
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図1-9 施術内容と施術価格の関係 
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図1-11 カット+カラー（パーマ）の場合の施術価格 
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図1-12 年齢と要介護度の関係       図1-13 性別と要介護度の関係 



要
介

護
度

0.00

0.25

0.50

0.75

1.00

施設１ 施設２ 施設３ 施設４ 施設５ 施設６

施設

0
1

2

3

4

5

    

要
介

護
度

0.00

0.25

0.50

0.75

1.00

0 .5 1 1.5 2

施術時間（ｈ）

0
1

2

3

4

5

 

図1-14 施設と要介護度の関係       図1-15 施術時間と要介護度の関係 
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      図1-16 職員介助の有無      図1-17 職員介助の内容 
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       図1-18 施術中の座面の種類   図1-19 施術中の姿勢 
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図1-20 施術中の理美容師との会話   図1-21 施術中の理美容師との会話内容 

 

0

0.5

1

1.5

2

20 40 60

度数

.20 .40 .60 .80

割合
  

1

2

10 20 30 40

度数

.20 .40 .60 .80

割合

1

2

  

1

2

10 20 30 40 50

度数

.20 .40 .60 .80

割合

1

2

 

 図1-22 施術中の表情   図1-23 施術後の気分    図1-24 施術後の疲れ 
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      図1-25 施術後の痛み      図1-26 出張理美容に対する意見 
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図1-27 理美容師に対する意見   図1-28 施術場所に対する意見 
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図1-29 施術後の気分と理美容師との会話  図1-30 施術後の疲れと理美容師との会話 
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図1-31 施術後の痛みと理美容師との会話 
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図1-32 移動手段と要介護度の関係       図1-33 施術内容と要介護度の関係 
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図1-34 要望者と要介護度の関係      図1-35 施術頻度と要介護度の関係 
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図1-36 理美容師との会話と要介護度の関係 図1-37 理美容師との会話内容と要介護度の関係 
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図1-38 施術中の姿勢等と要介護度の関係    図1-39 施術中の表情と要介護度の関係 
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図1-40 施術後の気分と要介護度の関係    図1-41 施術後の疲れと要介護度の関係 
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 図1-42 施術後の痛みと要介護度の関係 図1-43 出張理美容に対する意見と要介護度の関係 
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図1-44 理美容師に対する意見と要介護度の関係 
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図1-45 施術場所に対する意見と要介護度の関係 
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図2-1 体温_前    図2-2 体温_後    図2-3 体温_差 
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図2-4 体温_前と体温_後の二変量の関係 
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図2-5 脈拍_前     図2-6 脈拍_後     図2-7 脈拍_差 
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図2-8 脈拍_前と脈拍_後の二変量の関係 
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図2-9 血圧上_前    図2-10 血圧上_前    図2-11 血圧上_差 
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図2-12 血圧上_前と血圧上_後の二変量の関係 
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図2-13 血圧下_前    図2-14 血圧下_後    図2-15 血圧下_差
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図2-16 血圧下_前と血圧下_後の二変量の関係 
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図2-17 アミラーゼ_前  図2-18 アミラーゼ_後  図2-19 アミラーゼ_差
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図2-20 アミラーゼ_前とアミラーゼ_後の二変量の関係 

 

 

 

 

 

 

 

図2-21 施術前体温   図2-22 施術後体温   図2-23 施術前後の体温差

 

 

 

 

 

 

図2-24 施術前の脈拍  図2-25 施術後の脈拍  図2-26 施術前後の脈拍差



   

図2-27 施術前の血圧上  図2-28 施術後の血圧上  図2-29 施術前後の脈拍差

   

図2-30 施術前の血圧下  図2-31 施術後の血圧下  図2-32 施術前後の血圧下差

   

図2-33 施術前のアミラーゼ 図2-34 施術後のアミラーゼ 図2-35 施術前後のアミラーゼ差 

   

図2-36 施術前の体温  図2-37 施術後の体温  図2-38 施術前後の体温差

   

図2-39 施術前の脈拍   図2-40 施術後の脈拍  図2-41 施術前後の脈拍差



   

図2-42 施術前の血圧下  図2-43 施術後の血圧上 図2-44 施術前後の血圧上の差

   

図2-45 施術前の血圧上  図2-46 施術後の血圧上 図2-47 施術前後の血圧上の差

   

図2-48 施術前のアミラーゼ 図2-49 施術後のアミラーゼ 図2-50 施術前後のアミラーゼ差 

 

   

図2-51 施術前の体温  図2-52 施術後の体温  図2-53 施術前後の体温差



   

図2-54 施術前の脈拍  図2-55 施術後の脈拍  図2-56 施術前後の脈拍差

   

図2-57 施術前の血圧下 図2-58 施術後の滅圧下 図2-59 施術前後の血圧下の差

   

図2-60 施術前の血圧上 図2-61 施術後の血圧上 図2-62 施術前後の血圧上の差

   

図2-63 施術前のアミラーゼ 図2-64 施術後のアミラーゼ 図2-65 施術前後のアミラーゼ差



   

図2-66 施術前のアミラーゼ 図2-67 施術後のアミラーゼ 図2-68 施術前後のアミラーゼ差

   

図2-69 施術後の血圧下 図2-70 施術前後の血圧下の差 図2-71 施術前後の体温差 
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図2-72 施術前のアミラーゼ   図2-73 施術後のアミラーゼ
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図2-74 施術前後のアミラーゼ差 

 

  

図 2-75 出張理美容に対する意見       図 2-76 施術場所に対する意見 
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図 3-1 施術場所と体温＿後（p<0.05）  図 3-2 施術場所と体温＿差（p<0.05） 
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図 3-3 施術場所と今の気分    図 3-4 施術場所と疲れ 
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図 3-5 施術場所と痛み     図 3-6 施術場所と出張理美容に対する意見 
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図 3-7 施術場所と施術場所に対する意見 
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図 3-8 相対湿度と今の気分（p<0.05）   図 3-9 絶対湿度と今の気分（p<0.05） 

 

施
術

場
所

に
対

す
る

意
見

0.00

0.25

0.50

0.75

1.00

0 500 1000 1500 2000

照度

1

2

3

 

図 3-10 照度と施術場所に対する意見（p<0.1） 
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図 3-11 温度と体温＿後（p<0.05）  図 3-12 相対湿度と体温＿後（p<0.001） 
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図 3-13 絶対湿度と体温＿後（p<0.001）  図 3-14 CO2 と体温＿後（p<0.05） 
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図 3-15 照度と体温＿後（p<0.001）  図 3-16 相対湿度と血圧上＿差（p<0.01） 
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図 3-18 照度と血圧上＿差（p<0.1）  図 3-17 絶対湿度と血圧上＿差（p<0.03） 
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図 3-20 絶対湿度と血圧下＿差（p<0.1）  図 3-19 相対湿度と血圧下＿差（p<0.05） 
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図 3-21 照度とアミラーゼ＿前（p<0.1）  図 3-22 温度とアミラーゼ＿差（p=0.12） 
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図 3-23 CO2とアミラーゼ＿前（p<0.1）  図 3-24 CO2とアミラーゼ＿後（p=0.1） 

 


